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一
本
足
打
法
な
ら
ぬ
「
一
本
指
打
法
」
に
励
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
足
の
場
合
は
野
球
で
す
が
、
指
は
ご
推
察
の
と
お

り
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
叩
き
で
す
。
世
は
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ド
が

ブ
ー
ム
で
す
。
そ
れ
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
つ
ぶ
や
き
は
い
か
が
で
す
か
（
カ

タ
カ
ナ
が
多
く
て
す
い
ま
せ
ん
）。
難
し
そ
う
？ 
か
の
聖
路
加

国
際
病
院
の
日
野
原
重
明
先
生
も
ご
愛
用
で
、
交
信
で
き
る
か

も
。
機
器
を
購
入
の
際
、
競
争
が
激
し
い
た
め
か（
？
）、
店
員

が
懇
切
丁
寧
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
選
挙
解
禁

を
先
取
り
し
て
、
時
流
に
乗
る
の
も
一
興
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

５
月
の
講
演
会
は
前
田
昌
孝
氏（
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
）、

加
藤
出
氏（
東
短
リ
サ
ー
チ
社
長
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）、
寺

島
実
郎
氏
（
日
本
総
研
理
事
長
）、
辺
真
一
氏
（「
コ
リ
ア
・
レ

ポ
ー
ト
」
編
集
長
）
を
お
招
き
し
ま
す 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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大
都
市
の
人
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
観
光
客

数
が
あ
り
ま
す
。
年
間
の
延
べ
人
数
で
見
る
と
、
名
古
屋
市
は

過
去
最
高
が
愛
知
万
博
の
あ
っ
た
２
０
０
５
年
で
５
８
６
７
万

人
。
そ
れ
以
降
は
５
４
０
０
万
人
前
後
で
足
踏
み
状
態
で
す
。

東
京
の
８
億
人
は
別
格
と
し
て
も
、
１
億
人
の
大
阪
の
半
分
程

度
で
す
。
た
し
か
に
愛
知
万
博
以
降
は
、　

年
の
「
リ
ニ
ア
・

１１

鉄
道
館
」
オ
ー
プ
ン
く
ら
い
し
か
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
せ
ん
。
官
民
連
携
で
中
国
、
台
湾
系
観
光
客
を
呼
び
込
む

狙
い
で
、
能
登
か
ら
名
古
屋
に
至
る
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
が
っ
た
も
の
の
、
尖
閣
問
題
で
冷
却
。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
へ
き
て
関
係
者
の
期
待
は　

年
開
業
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
に
向

２７

け
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
先
の
こ
と
と
い
う
印
象
で

す
が
、
今
年
は
駅
の
場
所
が
確
定
す
る
こ
と
も
あ
り
、
名
古
屋

駅
前
の
再
開
発
に
も
一
段
と
拍
車
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

５
月
の
定
例
講
演
会
は
評
論
家
の
三
橋
貴
明
氏
、「
週
刊
東

洋
経
済
」
の
福
田
恵
介
記
者
、
政
治
評
論
家
の
田
闢
史
郎
氏
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）
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